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インターネットの国際化の様子を、ランドウィーバ教授のデータ（ランドウィ

ーバ統計）を基に、表1にまとめてみた。このデータは、年に2回公表されていて、

インターネットが世界中に広がっていく指標として広く参照されている。95年の

6月の時点で、IPでつながっているのは96か国に達している。一方、UUCP*での

接続は144か国に達し、インターネットと電子メールのやり取りができる国は、

173か国にのぼっている。このデータは、あくまでも国（や地域）を単位として

いるので、その国で一組織でもつながっていると、国がつながっている状態と見

なされる。

1. DNS統計

インターネットでは、つながっているコンピュータ（ホストやルーター）のIP

アドレスを、分散型データベースの一種であるドメインネームシステム（DNS)*

で管理している。したがって、このDNSに登録されているアドレスの数を数え上

げることもインターネットの大きさを知る一つの指標となる。古いデータは、

RFC1296*にあり、現在も年に2回Network Wizardsによって「Internet Domain

Survey」として公表されている。その結果をグラフ化したものが図1である。指

数関数的（1年経つと2倍）にホスト数が増えていることが見てとれ、96年1月の

時点で947万台に達している。

なお、「Internet Domain Survey」の統計では一般に、ファイアーウォール*の

内側のホストはDNSに登録しないため、会社などのデータはかなり欠落している

と思われる。また、個人によるダイアルアップIP接続の場合も、動的にアドレス

が割り当てられるため、この統計にはあまり反映されない。

同じ「Internet Domain Survey」の統計から、各トップレベルドメイン別のデ

ータを見てみよう。図2は96年1月のデータを基に、ホスト数の多い順番に25番目

までグラフ化したものである。最初の6つのトップレベルドメインは、歴史的な

経緯から主に米国で使われているものであるが、米国以外も含まれている。US

は他の2文字国コードと同様に米国だけである。

米国におけるインターネットの商用利用の加速度は3文字トップドメインの登

録状況を見ても分かる。表2に示すように、会社などが登録されるCOMは、大学

（EDU）などをはるかに引き離して急速に伸びている。95年2月現在、登録され

ている3文字ドメイン24万のうち、9割近くがCOMドメインである。

2.MIDS統計

DNSからホスト数がわかっても、実際の利用者数を推定することは難しい。ア

ンケートに基づく利用者統計として、MIDS（Matrix Information and Directory

Services, Inc., http://www.mids.org/）の統計結果がある。ここの95年10月の統計

世界のインターネット利用状況と普及の背景
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図1 世界のホスト数の伸び
[参考資料] RFC 1296およびInternet Domain Survey (http://www.nw.com/)

表2 ３文字トップレベルドメイン登録状況
[参考資料] InterNIC (Network Solutions)   ftp://rs.internic.net/netinfo/domain_info.txt

DATE 
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95/1 

96/2

COM 

12,687 

31,036 

209,423

ORG 

1,388 

3,198 

16,073

EDU 

1,292 

1,646 

2,380

NET 

545 
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9,977
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202 
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［参考資料］Inter NIC（Network Solutions）,ftp://rs.internic.net/netinfo/domain/-info.txt

表1 インターネット国際接続を持つ国数
[参考資料] Larry Landweber: "International Connectivity"  ftp://ftp.cs.wisc.edu/connectivity_table/
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報告によれば、24時間専用線でつながっている利用者（この場合、サービス提供

者を含む）は1,690万人、ダイアルアップIP接続まで含むと2,640万人、メール交

換だけできる人まで含めると3,900万人という数字をはじき出している。

3.USENET統計

USENET、すなわちインターネット上での電子ニュースに関する統計は、自動

アンケート形式の読者調査や主要ノードでのトラフィックの計測などがあり、結

果がニュースグループnews.listsに定期的に投稿されてきた。95年5月のBrian

Reidの報告によると、ユーザー数は約200万人とされ、1日に流れるニュースの量

は13万件で456Mバイトとなっている。ニュースグループの数は、世界的に流れ

ているもの、地域的に流れているものが混在しており、合わせて1万を超えてい

る。

4.WWW統計

インターネットの普及に大きな貢献のあったWWWのデータを見てみよう。ま

ず「Internet Domain Survey」の中には、よく使われるホスト名のデータがあり、

WWWと名づけられたホストは96年1月の段階で7万5,743台となっている。つま

り、およそ100台に1台はWWWのサーバーだという勘定になる。また、DNSを検

索することにより、3文字ドメインのうち、約8割がWWWのサーバーを立ちあげ

ていることがわかる。

インターネットの背骨として存在していたNSFNETのトラフィックはインター

ネット全体の傾向を示すと考えられるので、図3にその統計データをグラフ化し

てみた。以前は、インターネットの利用といえば、ファイル転送（ftp）が大部

分といわれ続けてきたが、95年にはその座をWWWに譲り渡している。

GVUによるWWWの利用者統計がhttp://www.cc.gatech.edu/gvu/user_

surveys/にある。詳細は省くが、95年10月から11月にかけての調査の報告は、2

万3,000以上の応答から、女性の割合が3割であるとか、平均年齢が33歳であると

か、7割が速度に不満を持っているとかの興味深い内容である。

インターネットの統計に関しては「IRTF Survey Working Group」という活動

があって、http://www.zilker.net/swg/にその詳細がある。

（平原正樹）
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図3 NSFNETにおけるFTPやWWW等の割合
[参考資料] ftp://ftp.merit.edu/nsfnet/statistics/

図2 各国（トップレベルドメイン）別ホスト数（96年1月：「Internet
Domain Survey」から）
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